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要旨：Hawaiian emotional statives can express two meanings, i.e. (1) 'somebody has a feeling of fear, 
happiness, pleasure, sadness, and so on', or (2) 'something (or somebody) is the cause of the feeling of 
fear, happiness, pleasure, sadness, and so on'. This paper examines examples of the predicative use 
and the attributive use of seven popular emotional statives and shows that the meaning (1) is expressed 
mostly by the statives in the predicative use, while the meaning (2) is usually indicated by those in the 
attributive use. 
 









(1) ... akahi nō a   ‘olu‘olu iho  la   ‘o  Kauhiakama...  
     はじめて  快い   DR  DM  NC Kauahiakama2  
 'はじめて Kauhiakama はほっとした ' (Fornander 1916-1917: 351) 
(2) ...a      ua ‘olu‘olu  ka   noho   ‘ana, ....  
    そして TA  快い  AR   暮らす NM 
  '...そして暮らしは快いものになり、... ' (Fornander 1918-1919: 713) 
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   (i) ある人が状態動詞によって示される感情を抱いている 






(4) ...a   he      mea ‘olu‘olu  ia     i     kō   ke  Ali‘i  mana‘o 











(5) (mea) pilikia の持つ二つの意味 (Wilson 1976:127-8) 
(i)  'one who is in trouble' 
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(6) ‘o   ka  mea  a    ke   Ali‘i  e  le‘ale‘a  ai,....... 
NC  AR もの ～の  AR 酋長 TA 楽しい  DM 
'酋長が(それによって)楽しくなるものだ '  (Beckwith 1911-2: 547) 
 










(7) ...ua  ‘olu‘olu  loa    ka  mana‘o o    ke‘lii    ‘o  Umi...  
    TA  快い   とても AR 気持ち ～の AR-酋長 NC  Umi 
  '...酋長ウミの気持ちはとても快くなった...' (Fornander 1916-1917: 253) 
 
(7)では、ka mana‘o o ke‘lii ‘o Umi「酋長 Umi の気持ち」を「酋長 Umi」と置き換えて「酋長
Umi が快くなった」と解釈することが出来る。 
今回用いたメインの例文データのソースは、Hawaiian laws 1841-1842 (1991), Na 
haiao (1841), Bacon et al. (1995), Beckwith (1911-1912), Beckwith (1932), Fornander 
(1916-17), Fornander (1918-19), Kahiolo (1974), Malo (1987), Mookini (1985), Nakoa 
(1979), Pukui (1983), Pukui et al. (1995), 及びハワイ語新聞 Ka Hoku o Hawaii, 
Nupepa Kuokoa, Ke Kumu Kamalii 等から収集したいくつかの記事と Na Haiao(1841)
の 2 頁から 41 頁である。ただし、hau‘oli「幸せな」は例文が少なかったため、追
加データとして Ho‘oilina (Vol.1-5), Hawaiian Phrase Book (n.s.), Kahaulelio et al. 





(i-p)の用例が 30 例、(ii-p)の用例も 30 例であった。 
 
(8)=(1) ... akahi nō a   ‘olu‘olu iho   la   ‘o  Kauhiakama...  
        はじめて   快い   DR  DM  NC Kauahiakama2  
  'はじめて Kauhiakama はほっとした ' (Fornander 1916-1917: 351) 
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(9)=(2) ...a      ua  ‘olu‘olu  ka   noho   ‘ana, ....  
        そして TA  快い   AR   暮らす NM 





(10)=(4) ...a    he      mea ‘olu‘olu ia   i     kō   ke Ali‘i  mana‘o 






(11)kō   lāua  mau minute ‘olu‘olu 
～の 彼ら PL  分     快い 















(12) He     lāhui  aloha,   he     ‘olu‘olu, he     lokomaika‘i, .... 
NC-AR 人民 愛すべき NC-AR 優しい  NC-AR 親切な 
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に「優しい」という性質を表わしていると解釈できる例を除外すると、(i-p)の例が 30 例、
(ii-p)の例が 19 例、(i-a)の例が 0 例、(ii-a)の例が 20 例となる。 
2.2. ‘oli‘oli「嬉しい」 
 今回得られた叙述用法の例 27 例全てが(i-p)の例であった。 
 
(13) Inā  hele  ke  kahu a     ho‘i  mai, ‘oli‘oli  loa     ka ‘īlio,... 
   もし 行く AR 飼主 そして 戻る DR  嬉しい とても AR 犬 
'もし飼主が行ってそして戻ってくると、犬にはとても嬉しい' (Mookini 1985:125) 
 
限定用法では(ii-a)の例のみ 7 例が得られた。 
 
(14) he   mea  ‘oli‘oli ia   iā    Aiwohikupua.  
NC-AR もの  嬉しいそれ ～に Aiwohikupua 






(15) .... me  ka  maka ‘oli‘oli 
      ～で AR 顔   嬉しい 





(16)... a      ua  kapa ‘ia  ia    po‘e   ‘o   ka  ‘Ohana ‘Oli‘oli. 
     そして TA 呼ぶ PS  その 者たち NC  AR 家族   嬉しい 
'そしてその者たちは嬉しい家族と呼ばれる' (Kuokoa 1863/3/21:1) 
 
2.3. le‘ale‘a「楽しい」 
 今回得られた叙述用法の例中、(i-p)は 21 例で、(ii-p)が 4 例であった。(i-p)の例が(17)、
(ii-p)の例が(18)である。 
 
(17) i         mea  e  le‘ale‘a  ai  lākou 
  ～として もの TA 楽しい DM 彼ら 
'彼らが楽しくなるものとして ' (Mookini 1985:39) 
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(18) ...le‘ale‘a  ka  noho   a   Kahikimauolina. 
     楽しい   AR 暮らし ～の Kahikimauolina 
'Kahikimauolina の生活は楽しい ' (Kahiolo 1978:167) 
 
限定用法では (ii-a)のみ 76 例が得られた。 
 
(19) ua  lilo iho  la  nō  ia  i    mea  le‘ale‘a  no        ke  Ali‘i 
  TA なる DR DM EP それ ～に もの 楽しい  ～にとって AR 酋長 





(20) kō   lāua manawa le‘ale‘a   
～の 彼ら 時    楽しい 





 今回得られた叙述用法の全 24 例全てが(i-p)の用例であった。 
 
(21) A     ua  hau‘oli nō ho‘i lākou  i   ka  lokomaika‘i  o   ke kaikamahine iā  ia. 
  そして TA 幸せな  EP   彼ら ～に AR 親切       ～の AR 娘       ～に彼女 
'彼らは娘の彼女への親切のおかげでとても幸せであった' (Pukui & Green 1995: 114) 
 
限定用法では、(ii-a)のみ 3 例が得られた。(i-a)の例は得られなかった。 
 
(22) me   ka  pane   pū    ‘ana  mai  i   ka  nūhou hau‘oli,  
～と AR  答える 一緒に NM  DR  AC AR 知らせ幸せな 
'そして嬉しい知らせを叫んだ ' (Maunupau 1998:15) 
 
2.5. kaumaha「悲しい」 
 状態動詞 kaumaha の意味は(Pukui and Elbert 1986)によれば、基本的な意味は「重い」
だが、それが比喩的に「悲しい」という意味で使われるとされている。今回は、「悲しい」
という意味で用いられている例文のみ分析対象とする。今回得られた kaumaha「悲しい」
の叙述用法の用例 10 例全てが(i-p)の例であった。 
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(23) Inā  i  kaumaha nui  kekahi kāne i    kāna wahine no       kona   moe kolohe ‘ana,   
もし TA 悲しい 大いにある  夫  ～に 彼の 妻    ～のために彼女の   浮気     NM 
'もしある夫がその妻の浮気でおおいに悲しんだなら'  
(Hawaiian Laws 1842: Mokuna X.XII.7) 
 
この他、叙述用法の中で、人ではなく、その人の na‘au「心」や mana‘o「気持ち」が
主語になっている例が合計 9 例得られた。 
 
(24) kaumaha     loa    iho la   ka  na‘au o   Malaekahana, 
悲しい/重い とても DR DM  AR 心   ～の Malaekahana 






限定用法の例としては(ii-a)のみ 16 例が得られた。 
 
(25)he     mea  kaumaha kēia  ‘ōlelo a   Waka  imua    ona.  
NC-AR もの  悲しい  この 言葉 ～の Waka ～の前に 彼の 
'この Waka の彼への言葉は悲しくさせるものであった ' (Beckwith 1911-2:361) 
 
また、限定用法においても、(24)と同じように、その人ではなく、その人の na‘au「心」
や mana‘o「気持ち」を修飾している例が合計 10 例得られたが、(24)で示したのと同じ理
由から、これらの例についても、分析の対象外とした。 
 
(26) ua  ku‘u    ‘ia  ka  na‘au  kaumaha ...  
    TA 開放する PS AR  心   悲しい/重い 
'悲しい/重い気持ちが開放された...' (Beckwith 1911-2:431) 
 
2.6. pū‘iwa「驚いた」 
 今回得られた pū‘iwa「驚いた」の叙述用法の用例 18 例全てが(i-p)の例であった。 
 
(27)Ua pū‘iwa nā  kaikamāhine i     ka ‘ike ‘ana  i...  
TA 驚いて AR 娘         ～に AR 見る NM AC 
'...を見て娘たちは驚いた ' (Pukui & Green 1995:127) 
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限定用法では、(ii-a)のみが 2 例得られた。(i-a)の例は得られなかった。 
 
(28)..., he      mea pū‘iwa   loa     ia    nona, .... 
      NC-AR もの 驚いた とても それ 彼にとって 
'それは彼にとってとても驚くべきことであった' (Fornander 1916-1917: 265) 
 
2.7. weliweli「恐い」 
 今回得られた weliweli の叙述用法の用例全 8 例中の 7 例が(i-p)の例であった。 
 
(29) ua  weliweli mai la  kō   Lonoikamakahiki  po‘e  kaua,.... 
TA 恐い   DR DM ～の  Lonoikamakahiki  人々 戦い 
'Lonoikamakahiki の戦士達は恐くなった ' (Fornander 1916-1917：34) 
 
(ii-p)の例としては 1 例のみ見つかった。 
 
(30) He  weliweli. 
TA5  恐ろしい 






 名詞を後置修飾している限定用法で用いられている例は全 20 例であったが、その全て
が(ii-a)の例であった。(i-a)の例は見つからなかった。 
 
 (31) Ka hale weliweli o nā ali‘i.   
AR 家 恐ろしい ～の AR-PL 酋長 
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表 2：感情を表わす状態動詞の 4 用法 
 i-p ii-p i-a ii-a 
‘olu‘olu 快い、愉快な 30 19  0 20 
‘oli‘oli 嬉しい 27 0 1 7 
le‘ale‘a 楽しい 21 4 0 76 
hau‘oli 幸せな 24 0 0 3 
kaumaha 悲しい 10 0 0 16 
pū‘iwa 驚いた 18 0 0 2 
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1 感情表現には、他動詞（例 maka‘u「恐れる」）や自動詞(例 huhū「怒る」)によって表
わされるものもある。 
2 本稿で使われる略号は以下のとおりである。 AR(article) 、 DM(demonstrative) 、
DR(directional)、EP(emphasis)、NC(neutral case marker)、NM(nominalizer)、PS(passive)、
TA(tense / aspect marker)。 
3 he についてはいろいろな分析があるが、本稿では Shionoya (forthcoming)での分析に従
い、名詞句の冒頭に使われる he を neutral case marker と不定冠詞の機能が融合したもの
として、また、動詞句の冒頭に使われる he を属性を表わすテンス･アスペクトマーカー
として分析する。 
4 Wilson (1976:122)参照。 
5 上記注 3 参照 
6 状態動詞 maka‘u の限定用法の用例の中には、「恐い」ではなく「臆病な」という意味
を表わす用例がいくつか見られた。 
Pēlā        e  pa‘a    ai   iā ia    ka  bufalo      nui,    ka  dia maka‘u,.. 
そのように TA 捕まる DM DT それ AR バッファロー 大きな AR 鹿  臆病な.. 
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